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 Red Hat を使用すると、複雑な環境で新しいテクノロジーを機能させるために必要なものにアクセスで
きます。Red Hat との連携を通じて Premium サポートを受け、柔軟性を享受しながら、Red Hat® 製品
の拡張に継続的に取り組むことができます。

Red Hat と連携するメリット

1. テクノロジー

セキュリティとソフトウェア・サプライチェーンのセキュリティ

 当社は 30 年以上にわたり、コミュニティ・オープンソースソフトウェアの開発、キュレーション、テスト、
強化に携わっており、実証済みの文書化されたサプライチェーン・プラクティスに基づいて、エンタープラ
イズ対応の認定ソリューションを提供しています。また、セキュリティはデプロイ後も必要であることから、
当社には Red Hat 製品セキュリティチームがあります。このエンジニアチームは、当社のすべての製品に
対する脅威と脆弱性を毎日継続的に分析し、アドバイスのほか、エンタープライズ・ソフトウェアで安全に
使用できるセキュリティパッチを提供します。

 ソフトウェア・サプライチェーン攻撃は、発生するかどうかではなく、いつ発生するかの問題になってい
ます。ランサムウェアによる被害は、データ漏洩による全体的なダウンタイムや復旧コストに比べれば、軽
微なものになる場合もあります。Red Hat を使用すると、信頼あるソフトウェア・サプライチェーンのため
のコーディング、構築、監視をあらゆる環境で一貫して行うことができ、ソフトウェア開発ライフサイクル
のあらゆる段階で自動化されたセキュリティガードレールによって脆弱性を監査し、早期に対処すること
ができます。

革新的な製品ポートフォリオ

 当社のオープン・ハイブリッドクラウド戦略は、当社の全製品ポートフォリオを網羅しており、お客様は
既存のハイブリッド IT を使用しながら、将来のテクノロジーの進歩に備えることができます。Red Hat の
製品およびサービスの広範なポートフォリオを使用し、当社のパートナーと連携することで、次のことが可
能になります。

 � 任意の環境であらゆるアプリケーションまたはワークロードを一貫して実行する

 � 開発者がアプリケーションを効率的に構築、デプロイ、管理できるようにする 

 �プロセスのセキュリティをを単純化し、自動化し、強化する

 当社のオープン・ハイブリッドクラウド戦略は、Red Hat Enterprise Linux® の技術的基盤に基づいて
おり、当社が Red Hat OpenShift® および Red Hat Ansible® Automation Platform を通じて行ってき
た既存の投資とプロセスはこの基盤上で拡張されます。 

ライフサイクルを通じたサポート

 アップグレードの頻度にかかわらず、お客様が必要とする製品を適切な期間に応じて購入できます。
Red Hat 製品のライフサイクルは通常、3 年、5 年、7 年、または 10 年です。お客様の要件に最適なバー
ジョンを導入し、スケジュールに合わせてアップグレードできます。 

「Red Hat サブスクリプ
ションの利用は [私たち
にとって] 本当に重要です。
そのサポートを受け、セ
キュリティパッチを適用し
たエンタープライズ対応
ソフトウェアを用意し、コ
ミュニティビルドを確認し
て、組織に適切な機能が
提供されるようにするこ

とが重要でした」

Anna Brodie 氏 
Education Payroll Limited  

テクノロジーおよび製品部門統括責任者

Red Hat の価値
エキスパートのガイダンスに支えられたエンタープライズ向けオープンソースソフトウェアの
メリットを享受する
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Red Hat について
Red Hat は、受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティング・サービスをお客様に提供し、複数の環境にわた
る標準化、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、複雑な環境の統合、自動化、セキュリティ保護、運用管理を
支援します。
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2. プロセス

オープンソースのリーダー

 Red Hat は、世界をリードするエンタープライズ向けオープンソースソフトウェア・ソリューションのプ
ロバイダー企業です。オープンソースは標準に基づいているため、Red Hat が作成するものはすべて、非
依存性と互換性を備えています。当社のテクノロジーには、Amazon Web Services (AWS)、Microsoft、
Google などのクラウドプロバイダー間や環境間で相互運用できる柔軟性があります。当社が提供する
相互運用性とは、当社がお客様と連携してお客様の現在の設定と統合することです。また、お客様は 
Red Hat や当社のパートナーエコシステムとともに成長し続けることができます。

柔軟な購入方法と使用方法

 Red Hat は、お客様のニーズに最適な、柔軟なコラボレーションの選択肢を幅広く提供しています。特
定の製品要件に合わせた年間サブスクリプション、さまざまな製品やプラットフォームにまたがる多用途
の計画消費モデル (ハイブリッド確約利用料などのオプションを含む)、アドホックな購入など、お客様の
ご要望にお応えします。当社の製品は、Red Hat から直接購入することも、パブリッククラウド・ハイパー
スケーラーのマーケットプレイスを通じて購入することもできます。

3. 人材

パートナーエコシステム

 Red Hat には、Red Hat テクノロジーで動作するようテスト、サポート、認定された何千もの製品およ
びサービスからなるエコシステムがあります。当社のパートナーは、フォーチュン 100 社から独立系ソフト
ウェアベンダーまで多岐にわたります。当社は、主要なビジネスアプリケーションが確実かつ効率的に動
作するように、ソフトウェアプロバイダーと協力しています。Red Hat テクノロジーはお客様の IT 環境と
相互運用できるため、安心して導入できます。 

サポートと専門知識

 サポートとは、お客様が問題が生じた際に連絡できる電話番号を提供する以上のことが関係していま
す。Red Hat と連携すると、電話とオンラインによるサポートをご利用でき、問題の解決にあたっては、エ
キスパートとの連携で、またはお時間があるときにご自身で対応していただくことが可能です。サポート
に連絡すると、製品のスペシャリストが対応しますので、問題がエスカレーションされてそのたびに問題
について繰り返し説明する必要はありません。当社のサポートチームはお客様と連携して問題のトラブル
シューティングを行います。また、問題を確実に解決するために、Red Hat 内で部門横断的に協力します。

Red Hat との連携を最大限に活用する 

 Red Hat と連携すると、Red Hat ソリューションを最大限に活用するために必要な人材やリソースにア
クセスできます。利用できるすべてのリソースについては access.redhat.com を参照してください。
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